
〔感染症発生動向調査企画委員会情報〕                     １１月報 

インフルエンザ定点（小児科定点を含む） 

インフルエンザ：   １１件の報告がありました。 
 

 

 

小児科定点 

（全体傾向）      報告数５，９３０件（前月比２．６、前年比２．６）と倍増しました。その中でも

７０％は感染性胃腸炎が占めていて、県下全域に及び、今後も爆発的流行が予想さ

れます。咽頭結膜熱、Ａ群溶レン菌咽頭炎、水痘、手足口病、突発性発疹症も、前

月より増加しました。 

 

（疾患別傾向） 

１．ＲＳウイルス感染症：２２１件（前月比０．６、前年比１．１）と減少しました。しかし、宇城（定点当

たり１６．３）は多いようです。 

 

２．咽頭結膜熱：     １６６件（前月比２．６、前年比５．９）と増加しました。菊池（定点当たり１０．

０）が多いようです。 

 

３．Ａ群溶レン菌咽頭炎：２７５件（前月比２．３、前年比１．０）と増加しました。菊池（定点当たり１２．

０）、熊本（定点当たり１０．１）が多いようです。 

 

４．感染性胃腸炎：     ４，２６２件（前月比４．２、前年比５．４）と著明な増加を呈しました。県下全

域からの報告があっていますが、定点当たり１００を超えている地域は、菊池、有

明、山鹿、宇城です。 

 

５．水  痘：     ３２９件（前月比２．４、前年比１．６）と増加しました。八代（定点当たり１８．

０）、菊池（定点当たり１２．５）が多いようです。 

 

６．手足口病：        １３９件（前月比２．４、前年比１．９６）と増加しました。 

 

７．伝染性紅斑：    ４件（前月比０．４、前年比０．２）と減少しました。 

 

８．突発性発しん：   １９６件（前月比１．３、前年比１．５）と漸増しました。 

  

９．百 日 咳：       報告はありませんでした。 

 

１０． ヘルパンギーナ： ４３件（前月比０．７、前年比０．９）と減少しました。 

 

１１．流行性耳下腺炎： ６７件（前月比０．７、前年比０．３）と減少しました。 

 

 

 

眼科定点 

１．急性出血性結膜炎： 報告数２件(前月比－、前年同月－) 熊本からの報告です。 

 

２．流行性角結膜炎：    報告数７３件(前月比１．２、前年同月２．１)と増加しており、２０～４９歳代に



６４％と多発していますが、７歳以下では前月よりも減少しています。地区別では

熊本６３件、菊池４件、有明５件、宇城１件の報告ですが、前月増加傾向にありま

した菊池、有明は減少しています。 

 

 

 

ＳＴＤ定点  

１．性器クラミジア感染症：報告数 ５１件（前月比 １.１、前年比 １.２）で、前月比、前年比ともに増加しています。 

男女別は、男性１５件、女性３６件で、女性に多く見られます。年齢別は、男性は１５～３４ 

歳に多く見られ、女性も１５～３４歳に多く見られます。地域別は、熊本が４０件、次いで御 

船４件、八代、有明、宇城各２件、山鹿１件でした。 

 

２．性器ヘルペスウイルス感染症： 

報告数 １８件（前月比 ０.６、前年比 ０.９）で、前月比、前年比ともには減少しています。

男女別は、男性８件、女性１０件で、女性に多く見られます。年齢別は、男性は２０～５４歳、

女性は１５～７０歳以上と幅広く見られます。地域別は、熊本が１０件、次いで御船、八代

各３件、宇城２件でした。 

 

３．尖圭コンジローマ：報告数 ７件（前月比 １.４、前年比―）で、前月比は増加しています。男女別は、男性２件、 

女性５件です。年齢別は、男性は１５～１９歳と４０～４４歳に各１件見られ、女性は２０～ 

２９歳に見られます。地域別は、熊本が３件、次いで宇城２件、山鹿、御船各１件でした。 

 

４．淋菌感染症：       報告数１３件（前月比 １.３、前年比 ０.９）で、前月比は増加し、前年比は減少しています。 

男女別は、男性が１２件、女性１件で、男性に多く見られます。年齢別は、男性は１５～５４ 

歳に見られ、女性１件は２０～２４歳でした。地域別は、熊本が９件、次いで宇城３件、菊池 

１件でした。 

 

 

 

基幹定点 

（週報分） 

１．細菌性髄膜炎：  １件（前月比１．０、前年比－）の報告がありました。 

熊本１件で、年齢は３０～３４歳 ： 1 件でした。 

 

２．無菌性髄膜炎：     ３件（前月比３．０、前年比－）の報告がありました。 

熊本３件で、年齢は５～９歳 ：２件、３０～３４歳 ：１件でした。 

 

３．マイコプラズマ肺炎：２５件（前月比１．９、前年比１．０）の報告がありました。 

熊本１４件、天草７件、有明３件、阿蘇１件で、年齢は１～４歳：１０件、５～９歳：６件、１０～ 

１４歳：１件、２５～２９歳：1 件、３０～３４歳：１件、４５～４９歳：１件、５５～５９歳：１件、７０

歳以上：４件でした。 

 

４．クラミジア肺炎:     報告はありませんでした。 

 

 

（月報分） 

１．メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症：  

１６件（前月比０．８、前年比０．２）の報告がありました。熊本地区から６件（３７．５％）、山

鹿４件、八代２件、人吉４件でした。年齢は高齢者（７０歳以上）が多く１０件（６２．５％）認め



られます。また、１～４歳：１件、５５～５９歳：２件、６０～６４歳：２件、６５～６９歳：１件でし

た。 

 

２．ペニシリン耐性肺炎球菌感染症：  

７件の報告があり（前月比３．５、前年比１．４）でした。熊本２件、八代３件、有明２件で、年

齢は４５～４９歳：１件、６５～６９歳：１件、７０歳以上：５件でした。 

 

３．薬剤耐性緑膿菌感染症： 

１件（前月比－、前年比－）の報告がありました。熊本１件で、年齢は４５～４９歳：１件でし

た。 

  

４．薬剤耐性アシネトバクター感染症： 

報告ありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

届け出対象感染症 

１類感染症：        報告はありませんでした。  

２類感染症：        結核：３１件  

３類感染症：         細菌性赤痢：１件 

４類感染症：        レジオネラ症：３件 

５類感染症（全数把握）：  アメーバ赤痢：３件 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症：１件 

後天性免疫不全症候群：１件 

梅毒：２件 

風しん：２件 

 


